
法政大学ダイバーシティ宣言 （抜粋） 

ダイバーシティの実現とは、社会の価値観が多様で

あることを認識し、自由な市民が有するそれぞれの

価値観を個性として尊重することです。 

人権の尊重はその第一歩です。性別、年齢、国籍、

人種、民族、文化、宗教、障がい、性的少数者であ

ることなどを理由とする差別がないことはもとより、

これらの相違を個性として尊重することです。そし

て、これらの相違を多様性として受容し、互いの立

場や生き方、感じ方、考え方に耳を傾け、理解を深

め合うことです。少数者であるという理由だけで排

斥あるいは差別されることなく、個性ある市民がそ

れぞれの望む幸福を追求する機会が保障され、誰も

がいきいきと生活できる社会を実現することです。 

社会とともにある大学は、創造的で革新的な次世代

を社会に送り出す教育組織として、また、社会の様々

な課題の解決に寄与する研究組織として、ダイバー

シティを推進する役割を担っています。多様な価値

観を有する市民が助け合い、互いの望む幸福を実現

できる社会の構築に向けて、貢献する役割を担って

います。そのためには、多様な背景をもつ学生・教

職員が、安心して創造的に、学び、働き、それぞれ

の個性を伸ばせる場である必要があります。 

（中略） 

法政大学は、ダイバーシティの実現に向けて積極的

に取り組んでいきます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法政大学多摩学生相談室 
 

場所/総合棟２階  

キャリアセンター隣 

開室時間/月～金 9：30～16：30 

 

 

 

相談室は、原則として予約制となっています 

電話/０４２‐７８３-２１５８ 

 
 

 

こころの健康シリーズ⑪ 

 

 セクシャル・マイノリティ（LGBTQ） 

～１人で悩んでいるあなたと 理解したいわたしたちに～ 

 

 

 

 

 

              

  

                   

 

法政大学多摩学生相談室 

 



 
社会は、性的少数者（セクシャルマイノリティ）への差別

をなくす方向へ大きく動き始めています。 

本学では、「ダイバーシティ宣言」により、性的少数者を含

む様々な差別をなくすだけでなく、相違を個性として尊重す

るダイバーシティの推進を宣言しました。 

そこで私たちは、まずＬＧＢＴＱを知ること、そして理解

することから始めたいと考えています。 

 

ＬＧＢＴＱとは 

アメリカの調査では、人口の３～６％、日本でも５％が

LGBTであるとの報告がありますが、そもそもセクシュアリ

ティには〈心の性〉・〈体の性〉・〈好きになる性〉の３つの性

があると言われています。 

レスビアン（Lesbian）：〈心の性〉が女性で〈好きになる性〉

女性の人 

ゲイ（Gay）：〈心の性〉が男性〈好きになる性〉が男性の人 

バイセクシャル（Ｂｉsexal）：好きになる相手の性別は問わ

ない人 

トランスジェンダー(Transgender)：〈体の性〉と〈こころ

の性〉が一致せず「性別違和」を感じている人 

＊性別適合手術を強く希望する人もいれば、〈心の性〉に

合った行動や服装をして、周囲に〈こころの性〉と一致

した認識をされることで性別の違和感を軽減・解消する

人もいて、個人により多様です 

ク イ ア （ Queer ） も し く は ク エ ス チ ョ ニ ン グ

（Questioning）：自分のセクシュアリティがわからない・

決められない・あえて決めない人 

様々なセクシュアリティは、少数者であっても、そ

の人の個性として尊重されるべきものです 

自分のセクシュアリティについて、思春期までに気付く子

どもが多いと言われます。しかし、理解者がいないことや情

報不足により、生きにくさを感じながら、周囲の無理解や偏

見で、多くの人がひとりで深い悩みを抱えて生きてきたのが

現状でした。 

自分がＬＧＢＴＱかもしれない、あるいは、はっきりしな

いが多くの人と性的に異なるところがあると感じて悩んでい

る人が、私たちのまわりにいるはずです。 

偏見や差別が強く、人に知られないようにしていた時代か

ら、少しずつではあっても確実に、多様な性のあり方を主張

し、受け入れようという社会の動きが起きています。 

例えば…啓発運動をするＬＧＢＴＱの団体が各地域にでき活

動を始めていること、就職試験でＬＧＢＴＱであると伝えて

問題なく採用される企業が徐々にでてきていること。また、

差別のない企業であると PR することで企業イメージを上げ

ようとする動きが生まれていること。さらに、自治体の同性

カップルを制度的に認める動きは、社会的に注目されていま

す。 

 

学内で配慮されること  

・健康診断時や着替えの場所 

・届出書類や学生証の性別や通称名の記載 

・ゼミやサークルの合宿の部屋割など 

・トイレのユニバーサルデザイン化 

・呼び方の配慮（全員～さん） 

・不快な表現の排除…オカマ・オネエなど 

 

悩んでいるあなたへ 

 これまで、生きにくさを感じながら悩んでこられ、今もま

だ無理解や差別の壁にぶつかっていられる方が多くいられる

と思います。 

学生相談室では、あなたが生き生きした学生生活を送れる

ように、共に考えます。秘密は守られますので、話してみま

せんか。 

 

わたしたちにできること 

LGBTQ を理解し支援する人を「LGBTQ フレンドリー

（Friendly）」・「LGBTQ アライ（ally：同盟を結ぶ）」と呼

びます。 

わたしたちが「LGBTQフレンドリー」になるためには 

〇性的少数者が身近にいることを知る 

〇周囲で否定的な表現を耳にしたら、注意する 

〇打ち明けられたら…… 

・最後までじっくり話を聴き、自分の考えで決めつけない 

・打ち明けてくれた感謝を伝え、勇気を認める 

・どうして打ち明けてくれたのか、困っていることはなに

かを尋ねる 

  ・他の誰かに話したか、話してよい相手は誰か尋ねる 

 

LGBTQ Friendly 

＊添付のシールは、LGBTQへの偏見をもたず、応援していることを

表明するものです。見えるところに貼って活用してください。 

 

 

参考：「LGBTってなんだろう？」ReＢｉｔ代表薬師実芳他著 合同出版 


